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おぎたよしお後援会

奈
良
県
議
会
議
員

　
　
　
　
荻
田
　
義
雄

　
後
援
会
皆
様
の
ご
支
援
、お
心
を
賜
り
、心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
に
引
き
続
き
議
会
運
営
委
員
長
の
重
責
を
担
う
事
と
な
り
、

開
か
れ
た
議
会
運
営
と
し
て
十
二
月
定
例
会
で
は
本
会
議
に
お
い
て
手
話

通
訳
を
試
行
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、県
政
の
重
要
な
課
題
は
、観
光

振
興
、医
療
の
充
実
、企
業
立
地
、農
業
の
振
興
、林
業
の
普
及
促
進
、教
育

の
更
な
る
充
実
、地
域
の
活
性
化
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。私
は「
信
頼
と
実

行
」を
信
条
と
し
て
、常
に
県
民
皆
様
と
同
じ
目
線
で
考
え
行
動
し
て
参
り

ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ
る
事
な
く
皆
様
の
ご
意
見
ご
指
導
を

頂
き
な
が
ら
邁
進
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

荻
田
義
雄
後
援
会
長

　
　
　
　
　
辻
澤
　
靖
彦

　
後
援
会
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。平
素
よ
り
荻
田
義
雄
議
員
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、そ
の
お

陰
を
持
ち
ま
し
て
様
々
な
分
野
で
行
動
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、本
年
よ
り
公
職
選
挙
法
の一
部
改
正
が
実
施
さ
れ
選
挙
権
の
年
齢
が

18
歳
と
な
り
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
は
ま
だ
ま
だ

「
お
ぎ
た
よ
し
お
」の
名
前
は
浸
透
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、

奈
良
市
東
部
で
は
あ
る
程
度
知
名
度
は
高
い
も
の
の
、西
部
で
は
ま
だ
ま
だ

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
何
卒
皆
様
の
お
力
を
も
っ
て「
お
ぎ
た
よ
し
お
」を
末
永
く
活
躍
さ
せ
る
た

め
に
、後
援
会
活
動
の
輪
を
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
、そ
し
て
奈
良
市
西
部
の

皆
さ
ん
に
と
拡
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
十
九
年
に
起
こ
っ
た
妊
産
婦

の
救
急
搬
送
事
案
を
契
機
に
、
荒
井

知
事
は
県
民
が
安
心
し
て
医
療
機
関

に
診
て
貰
え
る
医
療
体
制
を
構
築
す

る
た
め
、
「
患
者
に
と
っ
て
最
適
な

医
療
の
提
供
」
「
県
民
の
健
康
維
持

へ
の
貢
献
」
「
最
高
レ
ベ
ル
の
医
の

心
を
持
っ
た
人
材
の
確
保
・
育
成
」

を
目
標
に
掲
げ
た
新
奈
良
県
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
の
実
現
を
め
ざ
し
て
き

ま
し
た
。

　
平
成
二
十
五
年
九
月
に
は
、
議
会

に
新
県
立
奈
良
病
院
の
周
辺
地
域
整

備
及
び
現
奈
良
病
院
の
跡
地
利
用
な

ど
を
議
論
す
る
「
病
院
を
核
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
」
が
設
置

さ
れ
、
荻
田
議
員
が
初
代
の
委
員
長

に
就
任
し
、
病
院
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　　
新
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に

あ
た
り
、
病
院
と
地
域
が
共
生
す
る

観
点
か
ら
、
地
元
の
六
条
地
区
自
治

連
合
会
は
、
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る

西
ノ
京
自
動
車
学
校
跡
地
や
旧
五
条

山
荘
の
敷
地
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
多
目
的
施

設
の
設
置
を
要
望
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

荻
田
議
員
は
、
そ
の
必
要
性
を
県
に

伝
え
た
と
こ
ろ
、
「
医
療
と
福
祉
の

連
携
も
含
め
た
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

か
ら
検
討
す
る
」
と
、
答
弁
し
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
地
元
要
望
と
か
け
離

れ
た
内
容
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
荻
田
議
員
は
、
平
成
二
十
八
年
九

月
二
日
に
開
か
れ
た
特
別
委
員
会
で
、

「
地
元
の
皆
さ
ん
が
、
県
に
絶
大
な

配
慮
を
い
た
だ
い
た
」
と
期
待
し
て

い
た
多
目
的
施
設
が
実
現
さ
れ
な
い

見
通
し
と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
地

域
と
の
共
生
を
図
る
コ
ン
セ
プ
ト
に

配
慮
す
べ
き
と
県
の
姿
勢
を
質
し
ま

し
た
。

　
林
医
療
政
策
部
理
事
は
、
県
有
地

活
用
事
業
を
公
募
す
る
際
、
多
世
代

交
流
を
促
す
機
能
、
地
域
住
民
の
安

全
な
暮
ら
し
を
支
え
る
機
能
に
つ
い

て
の
提
案
を
求
め
た
結
果
、
多
世
代

交
流
広
場
や
施
設
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ル
ー
ム
を
設
置
す
る
案
が
提
案
さ

れ
た
と
し
ま
し
た
が
、
委
員
会
で
の

荻
田
議
員
発
言
を
受
け
、
九
月
九
日

に
自
治
会
と
奈
良
県
が
面
談
し
、
こ

れ
ま
で
の
経
過
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、

林
理
事
か
ら
、
●
事
業
者
に
地
域
と

の
意
見
交
換
を
重
ね
、
地
域
に
寄
り

添
っ
た
運
営
を
指
導
す
る
。
●
多
世

代
交
流
広
場
と
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
ス
ペ

ー
ス
を
地
域
に
開
か
れ
た
も
の
に
す

る
よ
う
働
き
か
け
る
、
と
の
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。

新総合医療センター建設の概要（写真は9月27日時点）

2. 新病院の主な機能

3. 職員数

1. 開院時期
・平成 30年春を予定

・現在、センターの看護師数は約 480 名

・病床数………540 床
・断らない救急医療の充実、ER体制の確立
・集中医療部門の強化、急性期医療の充実
　　集中治療室（24床）　高度治療室（40床）
・質の高いがん医療の提供
　　最新の放射線治療機器整備、外来化学療法室（20台）
　　緩和ケア病棟（20床）
・高リスク妊産婦に対応した周産期医療の充実
　　母子胎児集中治療室（3床）　陣痛・分娩・回復室（3室）
　　新生児集中治療室（12床）　回復治療室（18室）

病
院
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
で
県
の
姿
勢
を
質
す

多
彩
な
交
流
が
可
能
な
多
目
的
ホ
ー
ル
を
！

多
彩
な
交
流
が
可
能
な
多
目
的
ホ
ー
ル
を
！

＝
西
の
京
県
有
地
活
用
事
業
＝

か
ね
て
多
目
的
施
設
を
要
望

九
月
二
日
の
特
別
委
員
会
で

説
明
を
求
め
る
！

上空から見た新総合医療センターの
建設現場

地上から視察すると、規模の大きさが
よく分かります
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京
奈
和
自
動
車
道
の
全
線
開
通

に
向
け
た
整
備
促
進
が
加
速
さ
れ

る
な
か
、
（
仮
称
）
奈
良
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
の
新
設
に

伴
い
、
同
Ｉ
Ｃ
に
平
行
す
る
Ｊ
Ｒ

関
西
本
線
の
奈
良
駅
と
郡
山
駅
の

中
間
に
新
駅
設
置
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
に
と
も
な
い
、
新
駅
か
ら

大
宮
道
路
へ
至
る
都
市
計
画
道
路

西
九
条
佐
保
線
の
整
備
、
並
び
に

新
駅
を
中
心
と
し
た
「
Ｊ
Ｒ
鉄
道

高
架
化
」
実
現
に
向
け
た
動
き
が

加
速
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
八
年
七
月
十
九
日
に

西
九
条
佐
保
線
及
び
Ｊ
Ｒ
鉄
道
高

架
化
等
に
つ
い
て
事
業
認
可
を
取

得
し
、
同
月
三
十
日
に
大
安
寺
西

区
、
三
十
一
日
に
大
安
寺
地
区
で

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
連
す
る
県
道
京
終
停
車
場
薬

師
寺
線
及
び
新
駅
西
側
駅
前
広
場

に
つ
い
て
も
、
十
月
二
十
二
日
、

二
十
三
日
に
わ
た
り
、
大
安
寺
西

地
区
、
大
安
寺
地
区
で
地
元
説
明

会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
同

県
道
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
九
年

二
月
に
都
市
計
画
審
議
会
で
審
議

　
富
山
県
は
比
較
的
災
害
の
少
な

い
地
域
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成
七
年
一
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
、
平
成
十
六
年
に
福
井
県
、
新

潟
県
で
発
生
し
た
豪
雨
災
害
や
新

潟
県
中
越
地
震
を
教
訓
に
、
大
規

模
災
害
時
に
迅
速
で
円
滑
な
対
策

を
講
じ
る
活
動
拠
点
の
必
要
性
を

痛
感
し
、
広
域
的
災
害
時
に
は
災

害
対
策
本
部
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機

能
や
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
備
え
た
支
援

基
地
と
し
て
、
ま
た
平
常
時
に
は

地
域
住
民
に
対
す
る
防
災
教
育
、

訓
練
の
場
と
し
て
、
平
成
二
十
四

年
四
月
に
「
富
山
県
広
域
消
防
防

災
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
計
画
時
か

ら
五
年
を
か
け
て
整
備
し
た
も
の

で
す
。

【
平
常
時
】

・
消
防
、
防
災
関
係
者
の
教
育
、

　
防
災
訓
練
。

・
県
民
へ
の
防
災
教
育
。

・
災
害
に
備
え
た
食
糧
、
生
活
必

需
品
の
備
蓄
。

【
災
害
時
】

・
災
害
時
に
食
糧
、
生
活
必
需
品
、

　
救
援
物
資
の
輸
送
、
集
積
、
配

　
給
を
担
う
輸
送
拠
点
施
設
。

・
県
外
か
ら
の
応
援
部
隊
を
受
け

　
入
れ
る
受
援
機
能
。

・
災
害
対
策
本
部
の
補
完
機
能
。

　
災
害
時
に
対
応
し
た
建
物
、
設

備
で
、
震
度
六
の
地
震
に
も
耐
え

ら
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
家
発
電
は
三
日
連
続
運
転
が
可

能
で
、
備
蓄
倉
庫
、
耐
震
性
貯
水

槽
（
一
〇
〇
㎥
）
と
と
も
に
井
戸

も
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
上
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
訓
練
施
設
を
備
え
て
い
ま

す
。
主
訓
練
棟
は
日
本
一
の
高
さ

（
四
十
五
m
）
を
誇
り
、
水
難
救

助
施
設
も
全
国
ト
ッ
プ
の
深
さ

（
十
m
）
が
あ
る
潜
水
プ
ー
ル
や

実
火
訓
練
棟
を
有
し
て
い
る
た
め
、

他
県
の
消
防
学
校
を
始
め
警
察
、

海
上
保
安
庁
、
自
衛
隊
な
ど
が
同

セ
ン
タ
ー
で
様
々
な
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
内
に
は
四
季
防
災
館

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
館
は

災
害
を
四
季
で
と
ら
え
た
体
験
型

学
習
施
設
で
、
春
は
富
山
特
有
の

局
地
風
の
解
説
や
雪
崩
体
験
、
夏

は
風
雨
災
害
や
流
水
体
験
、
秋
に

は
ホ
テ
ル
な
ど
で
の
火
災
を
想
定

し
た
煙
体
験
や
初
期
消
火
体
験
、

冬
は
雪
害
や
雪
下
ろ
し
時
の
事
故

対
策
、
富
山
湾
特
有
の
高
波
が
引

き
起
こ
す
恐
ろ
し
さ
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
消
防
及
び
防
災
関
係
者
、
一
般

県
民
へ
の
訓
練
や
体
験
学
習
を
す

る
こ
と
で
、
平
成
十
六
年
度
に
三

六
％
で
あ
っ
た
自
主
防
災
組
織
率

が
平
成
二
十
五
年
度
に
七
三
・
三

％
に
上
昇
し
た
よ
う
で
す
。

さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
る
に
あ

た
り
必
要
と
さ
れ
る
予
算
を
確
保

す
る
た
め
、
平
成
二
十
八
年
十
月

二
十
日
に
奈
良
県
知
事
、
市
町
村

長
、
県
議
会
議
員
、
市
町
村
議
長
、

国
土
交
通
省
等
の
出
席
の
も
と
、

「
奈
良
県
の
道
路
と
都
市
公
園
整

備
の
充
実
を
求
め
る
合
同
県
民
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
京
奈
和
自
動

車
道
か
ら
の
一
次
ア
ク
セ
ス
と
な

る
西
九
条
佐
保
線
と
Ｊ
Ｒ
鉄
道
の

高
架
化
及
び
新
駅
設
置
を
一
体
化

し
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
予
算
確
保

を
求
め
て
い
ま
す
。

実
現
へ
向
け
て
始
動
す
る
！

都
市
計
画
道
路
西
九
条
佐
保
線
・

Ｊ
Ｒ
鉄
道
高
架
・
新
駅
の
整
備
状
況

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
防
災
訓
練
施
設
を
視
察

富
山
県
広
域
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
（
平
成
二
十
八
年
十
月
十
九
日
）

セ
ン
タ
ー
の
機
能
！

施
設
の
内
容
！

訓
練
、
研
修
の
効
果
！

　
近
年
頻
発
す
る
自
然
災
害
を
前
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々

が
、
そ
の
悔
し
さ
を
心
に
押
し
と
ど
め
、
生
活
の
再
建
へ

前
向
き
に
取
り
組
む
姿
を
拝
見
す
る
に
つ
け
、
防
災
の
大

切
さ
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
拠
点
整
備
の
更
な
る
向

上
が
必
要
と
考
え
る
荻
田
議
員
は
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
訓
練
施
設
を
擁
す
る
富
山
県
を
訪
れ
ま
し
た
。

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
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R
関
西
本
線
新
駅
予
定
地

富山県広域消防防災センターで担当者から説明を受ける荻田議員。

（仮称）
奈良 IC

JR
鉄道
高架
化

京
奈
和
自
動
車
道
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元興寺
春日大社
奈良公園
ならまち

西
ノ
京
駅

唐
招
提
寺

薬
師
寺

九
条
駅

尼
ヶ
辻
駅

（
都
）西
九
条
佐
保
線
整
備

法隆寺

国道308号線

県道京終停車薬師寺線 JR
関
西
本
線

大宮道路

近鉄奈良線

JR桜井線

国
道
1
6
9
号

（都）西九条佐保線周辺位置図
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リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
東
京

│
名
古
屋
間
が
平
成
三
十
九
年
に

開
業
し
、
名
古
屋
│
大
阪
間
は
そ

の
十
八
年
後
に
な
る
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
荻
田
議
員
旧
知
の
竹

本
直
一
衆
議
院
議
員
（
自
民
党
超

電
導
リ
ニ
ア
鉄
道
に
関
す
る
特
別

委
員
長
）
の
努
力
及
び
安
倍
首
相

の
理
解
等
に
よ
り
、
財
政
投
融
資

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
約
八
年
早

ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
奈
良
県
と
し
て
も
名
古
屋
ー
大

阪
間
の
早
期
開
業
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
奈
良
市
附
近
新
駅
の
誘

致
へ
向
け
、
想
定
ル
ー
ト
（
三

重
・
奈
良
ル
ー
ト
上
の
幅
二
十
キ

ロ
圏
内
）
の
生
態
系
に
つ
い
て
、

平
成
二
十
八
年
度
中
に
取
り
ま
と

め
Ｊ
Ｒ
東
海
に
提
出
す
る
予
定
で

す
。

　
環
境
影
響
評
価
は
、
開
業
に
向

け
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
新
駅
整

備
が
円
滑
に
進
む
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　
奈
良
県
の
次
代
を
担
う
高
校
生

の
皆
さ
ん
と
県
議
会
議
員
、
知
事

が
、
奈
良
県
政
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
す
る
場
と
し
て
、
平
成
二
十

四
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
「
奈
良
県

高
校
生
議
会
」
が
、
今
年
も
八
月

十
八
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
県
立
高
校
が
五
校
、
私

立
高
校
一
校
か
ら
三
十
人
の
高
校

生
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は
十
四

項
目
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
や
手
話
言
語
の
普
及
な
ど

の
福
祉
問
題
や
産
業
の
活
性
化
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
施
設
の
充
実
、

災
害
対
策
、
ま
ち
づ
く
り
、
生
涯

学
習
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で

し
た
が
、
荻
田
議
員
に
と
っ
て
嬉

し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
県
議

会
で
質
問
し
て
来
ら
れ
た
「
西
ノ

京
駅
か
ら
新
奈
良
県
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
ま
で
の
交
通
路
」
に
つ
い

て
質
問
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
高

校
生
た
ち
の
関
心
の
高
さ
に
感
動

し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
議
会
に
参
加
し
て
の
感
想
は
、

九
七
％
が
「
良
か
っ
た
」
「
と
て

も
良
か
っ
た
」
と
回
答
さ
れ
、
議

会
や
県
政
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
ま
し
た
。
議
員
と
の
意
見
交

換
も
「
気
さ
く
な
方
ば
か
り
で
、

自
分
の
意
見
を
言
い
や
す
か
っ

た
」
「
政
治
を
身
近
に
感
じ
た
」

「
積
極
的
に
発
言
す
る
こ
と
が
大

事
」
「
18
歳
に
な
っ
た
ら
選
挙
に

行
く
」
「
手
話
に
興
味
を
持
て

た
」
「
議
会
が
ど
の
よ
う
に
動
い

て
い
る
の
か
分
か
っ
た
」
「
知
事

や
議
員
に
思
う
事
を
伝
え
ら
れ

た
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
ま
さ

に
原
点
に
立
ち
返
っ
た
ひ
と
と
き

で
し
た
。

　
荻
田
議
員
は
、
本
会
議
の
中
継

放
送
に
手
話
通
訳
を
導
入
す
べ
き

と
の
立
場
で
、
平
成
二
十
四
年
六

月
議
会
か
ら
手
話
通
訳
を
導
入
し

て
い
る
鳥
取
県
議
会
の
取
り
組
み

を
視
察
し
、
奈
良
県
議
会
で
の
導

入
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

二
十
八
年
十
二
月
議
会
で
試
行
的
に

実
施
の
う
え
、
二
十
九
年
六
月
議
会

か
ら
テ
レ
ビ
中
継
を
開
始
し
ま
す
。

＊
財
政
投
融
資
…
税
負
担
に
拠

ら
ず
、
財
投
債
（
国
債
の
一

種
）
の
発
行
に
よ
り
調
達
し
た

資
金
で
、
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施
を
可
能
に
す
る
制
度
の

こ
と
。

高
校
生
議
会
に
参
加
！

本
会
議
の
中
継
放
送
へ
の
手
話

通
訳
導
入
に
道
筋
を
つ
け
る
！

六
校
、
三
十
人
が
参
加

高
校
生
た
ち
の
感
想
！

多
岐
に
わ
た
る
質
問
！

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
実
現
へ
！

（仮称）登大路バスターミナル
工事がスタートしました！

９月10日に起工式

■施設の機能
・バスターミナル機能……観光バスの乗り入れを抑制でき、渋滞緩和、
　　　　　　　　　　　 公園内の周遊環境の向上を図る。
・ガイダンス機能…………様々な情報発信により公園及び周辺地域への
　　　　　　　　　　　 誘客、滞在時間の増加を図る。
・おもてなし機能…………観光バスの待ち時間や休憩時を快適に過ごせ
　　　　　　　　　　　 る場を提供する。
■スケジュール
・第１期造成工事　（平成２８年９月～平成２９年２月）
・建築及び設備工事（平成２９年４月～平成３０年１０月）
・第２期造成工事　（平成３０年９月～平成３１年３月）

　わが国でも有数の観光地として、近年は国内に止どまらず世界各地か
ら多くの観光客が来県されています。中でも奈良公園及び周辺地域は奈
良を代表する観光資源であることから、荒井知事も国に「奈良公園観光
地域活性化総合特区」を申請したほどです。
　荻田議員は、かねてより周辺地域の渋滞緩和と古都奈良の玄関口にふ
さわしいバスターミナル整備の必要性を訴えてきましたが、このほど、
平成 30 年度の完成をめざし工事がスタートしました。

財
政
投
融
資
で
八
年
前
倒
し

県
独
自
で
環
境
影
響
評
価
を
実
施

9月から工事が始まったターミナル予定地（県庁屋上から撮影）

議会について説明する荻田議員

昨年11月10日に鳥取県議会を訪問

旧知の竹本直一代議士と

参加した高校生たちと記念撮影

（仮称）登大路バスターミナルの完成予想図
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■今年も盛大に行われた菅原町納涼盆踊り大会。
　荻田議員も地元の皆さんと楽しみました。
　　　　　　　　　　　（平成28年７月30日）

■狭川地区自治会連合会より要望の道路拡幅につ
　いて、役員の皆さん県職員とともに現地立ち会
　いに臨む荻田議員。
　　　　　　　　　　　（平成28年10月12日）

■毎年行われている下御門商店街のそうめん流し
　も夏の風物詩として定着。(平成28年7月30日)

■参議院選挙を控え街頭演説のためＪＲ奈良駅前に来
　られた安倍晋三首相と握手を交わす。
　　　　　　　　　　　　　（平成28年６月10日）

写真で見る荻田議員の活動ぶり！

おぎたよしお後援会　会員募集中！
「
ミ
ニ
集
会
」開
催
の
お
願
い

荻
田
義
雄
さ
ん
を
招
い
て

ミ
ニ
集
会
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

何
人
か
ら
で
も
参
り
ま
す
。

☎
〇
七
四
二
ー
六
一
ー
六
三
〇
〇

告

知

板

告
知
板

おぎたよしお後援会は、おぎたよしおの議員活動を支援する
活動をしており、おぎたよしおを支えていただく後援会員を
募集しております。
ぜひとも皆様方のご理解とご協力をお願い申し上げます。

おぎたよしお公式ホームページ
http://www.ogita-yoshio.com/

お ぎ た よ し お 略 歴
・ 昭和22年12月7日生まれ　68歳　奈良県立奈良商工高等学校卒業
・ 昭和58年、奈良市議会議員に当選（3期）
　　この間、企画建設委員長、総務財政委員長、議会運営委員長、副議長を歴任
・ 平成7年、奈良県議会議員に当選
　　厚生常任副委員長、幹線交通対策特別副委員長を歴任。
・ 平成15年奈良県議会議員に再選。総務・警察委員長、議会運営委員長を歴任
・ 平成22年、自民党奈良県連　総務会長に就任、現在に至る
・ 平成23年、奈良県議会議員に4選。病院を核としたまちづくり推進特別委員会
　　委員長に就任
・ 平成24年、自民党奈良県連第一選挙区支部幹事長、奈良市支部長に就任
・ 平成27年、奈良県議会議員に5選
・ 平成27年、平成28年、議会運営委員長に就任

■
平
成
８
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
奈
良
東
部

　

広
域
農
道
が
開
通
し
ま
し
た
。
荻
田
議
員
も
関
わ

　

っ
て
き
た
事
業
で
し
た
の
で
感
無
量
の
祝
辞
で
し

　

た
。　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
28
年
８
月
28
日
）

■
橿
原
市
運
動
公
園
で
開
催
の
近
畿
府

　

県
合
同
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
荻
田

　

議
員
。
（
平
成
28
年
10
月
23
日
）

■
帯
解
こ
ど
も
園
で
運
動
会
が
行
わ
れ
、
子

　

供
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
姿
に
元
気
を
わ
け

　

て
い
た
だ
き
、
リ
レ
ー
に
参
加
。

　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
28
年
10
月
1
日
）

■
奈
良
県
文
化
会
館
で
開
催
の
自
民
党
奈

　

良
県
第
一
選
挙
区
支
部
時
局
講
演
会
。

　

冒
頭
の
挨
拶
に
立
つ
荻
田
議
員
。　
　

　
　
　
　
　
　

（
平
成
28
年
６
月
19
日
）

■済美地区・済美南地区・大安寺地区合同の持ち回り
　親睦会が、済美地区で開催され、お手伝いの皆さん
　と記念の一枚。　　　　　（平成28年８月26日）

■第70回奈良市市民体育大会春季大会のフェンシン
　グ会場となった朱雀高校を訪れ、選手に挨拶する
　荻田議員。　　　　　（平成28年５月８日）

■
恒
例
の
大
安
寺
地
区
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
、

　

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
挨
拶
す
る
荻
田
議
員
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
28
年
９
月
17
日
）

■
月
ヶ
瀬
に
て
恒
例
の
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ

　

祭
り
が
開
催
。
今
年
は
新
た
な
月
ヶ
瀬
の

　

魅
力
創
造
に
向
け
て
大
和
茶
を
使
っ
た
パ

　

ス
タ
や
水
よ
う
か
ん
な
ど
の
試
食
コ
ー
ナ

　

ー
も
設
置
さ
れ
た
。
（
平
成
28
年
9
月
18
日
）

■
東
市
高
円
の
杜
夏
祭
り
が
東
市
地
区
社

　

会
福
祉
協
議
会
主
催
の
も
と
、
奈
良
県

　

護
国
神
社
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
平
成
28
年
8
月
16
日
）

Facebook は
こちらから

お
知
ら
せ

奈良県障害のある人もない人も
ともに暮らしやすい社会づく条例

平成28年４月１日から施行されています！

少し長い条例文ですが、これは障害があるないに関
わらず、ともに安心して暮らせる奈良県づくりをめざ
して制定されました。お互いを思いやりながら、幸
せに暮らすことができる社会を築いて行きましょう。


